
 

 

 

 

 

 

 

 市販ＯＤＦ付属極点図のｒａｎｄｏｍ調査 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 極点図から方位の定量を行う場合、含まれるｒａｎｄｏｍ成分の有無が問題になります。 

   市販されているＯＤＦソフトウエアにてＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（体積分率）計算をサポート 

   しているが、この問題恥開設されていない。 

   測定されている極点図には、 

 

 

 

 

 の様に構成されていて、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄは極点処理時削除され、ＯＤＦ解析には 

 Ａ方位＋Ｂ方位＋Ｃ方位＋Ｄ方位＋ｒａｎｄｏｍ＝１００％と解析されるが、 

 Ａ方位＋Ｂ方位＋Ｃ方位の解析では残差はｏｔｈｅｒ（ｂａｃｋｇｏｒｕｎｄ）とされる。 

 通常、Ａ方位＋Ｂ方位＋Ｃ方位で解析した場合、これらの定量値は実際より大きな値になっています。 

    全ての方位を正確に計算するには、ｏｔｈｅｒ＝ｒａｎｄｏｍとなる計算が行われれば良い。 

    すなわち、予め、ｒａｎｄｏｍ量（ｒａｎｄｏｍ％）が既知であれば良い。 

 ｒａｎｄｏｍが含まれているかはプロファイル測定を行えばある程度判断できる。 

 又、ＯＤＦ図から方位密度１．０以下の解析を行えばｒａｎｄｏｍ％は計算が可能 

 ただしこの判断では、極点処理のｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ処理とｄｅｆｏｃｕｓが重要である。 

 以下に一例としてｃｏｐｐｅｒ方位＝１％，ｒａｎｄｏｍ％＝９９％のＯＤＦでは、 

 ゴーストが含まれていなければ、ｍｉｎ＝０．９９になり、 

   

 ｒａｎｄｏｍ％は、０．９９＝９９％を示す。 

  

 この考えで、市販 ODFソフトウエア付属極点図のｒａｎｄｏｍ％を計算してみます。 



付属極点図 

 既に、極点処理がされた極点図 
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この極点図をＬａｂｏＴｅｘで解析を行いｒａｎｄｏｍ％を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アルミニウム合金 

 

 

 

 ８％のｒａｎｄｏｍが含まれています。 

 

 

 

 

 

 



Ｆｅ合金 

 

 

 ｒａｎｄｏｍは含まれていません。 

     

まとめ 

 このようにｒａｎｄｏｍ％は計算可能です。 

 測定時、θ／θプロファイル測定が行われていれば、ｒａｎｄｏｍの有無が判断可能になります。 

 


